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第 1 編では，パラジウムやルテニウムを中心とする遷移金属触媒を用いて 第 3 アミンや窒素-水
素結合をケイ素化して保護した第 2 及び第 1 アミンを活性化し，親電子性の高いイミニウムイオン中
間体を生成させ，これを種々の求核試剤で捕獲する目的の研究を行なった。求核試剤としてチオラー









第 2 編では，パラジウム触媒を用いて第 1 及び第 2 アミンを活性化し 生成するエナミンーパラジ
ウムヒドリド中間体を，チオールから熱的に発生したチイルラジカルで捕獲する目的の研究を行なっ
た。第 1 及び第 2 アミンとチオールを反応させると，原料アミンの炭素数より，炭素数が 1 つ少ない
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スルフイドが得られることを見い出した。
第 3 編では，パラジウムやロジウム触媒を用いて，第 1 及び第 2 アミンを活性化し，生成するイミ
ンー金属ヒドリド中間体の分子間水素移動を目的とする研究を行なった。ジエンへの水素移動ではオ










素-炭素結合に変換する反応，アミンの α位の炭素と β 位の炭素との結合を炭素一硫黄結合に変換す
る反応，またアミンを水素源とする選択的水素移動反応等を開発している。さらにこれらの反応を活
用してアルカロイドやアミノ酸等を合成して，その有用性を実証している。同君の開発したこれらの
反応はアミノ化合物を金属触媒を用いて活性化するという新しい手法を始めて実用化したものであり，
有機合成化学や有機金属化学に寄与する所は大き p。よって，本論文は博士論文として価値あるもの
と言志める。
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